


最大の農地面積を誇る「水田」の活用

THE GOAL

国内で最も面積の多い「水田」を活用

したソーラーシェアリングの実現

THE CHALLENGE

耕作放棄地に限らず水田を活かすことで
エネルギーインフラとしての地位を築く

Abandoned Land Energy Farm



プロジェクト概要：浜松マコモダケ発電所

項目 内容

場所 静岡県浜松市

地目 第1種農地

設備容量 DC 93kW / AC 49.5kW

架台方式
一本足架台（南北パネル間隔
20m、東西支柱間隔 3.2m）

遮光率 20.25%

マコモダケ作物





技術的特徴②：営農効率を維持する自由度の高い設計

20m

大型農業機械の動線を邪魔しない

南北支柱間隔24mの広さを確保。農作業の
動線を第一に考えた設計により、ストレスの
ない営農を実現



技術的特徴②：営農効率を維持する自由度の高い設計

3.2

大型農業機械の動線を邪魔しない

東西支柱間隔3.2mの広さを確保。



収穫から出荷①



収穫から出荷②



収穫から出荷③



対照区

パネル南区

パネル北区

パネル水平投影面積区

実証試験概要（2025年）：試験区の設定

試験区設定
・1試験区
49.61㎡
33株定植

定植間隔
・株間 1.0m

・条間 1.5m

図：マコモダケの試験区の設定（左）
試験圃場位置図（右上）
試験区拡大図（対照区）（右下）
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マコモダケ試験区拡大図

マコモダケ試験区拡大図（対照区）

：収量調査株（塗りつぶし）：生育調査株（赤枠線）：マコモダケ株



草丈について

● 本試験では、最大で230cmの草丈を記録

● 草丈が架台高さ250cmを超えず、発電に影響がないことが分かった。

● 適切な管理と低い草丈の品種を選定すれば一本脚架台でのマコモダケ栽培は可能。

2025.0909

2025.0611

2025.0718

250cm

図：マコモダケの草丈の棒グラフと、草丈約230cmのマコモダケのイラストをマージした図。

試験区

生育試験株No.



全収穫調査株における試験区ごとの収量

図：全収穫調査株における試験区ごとの収穫
本数と、マコモダケ1本あたりの重さ

バーの上のアスタリスクは、対照区との2群間比較の結果を示す。

n.s. n.s. n.s.

各試験区で収穫本数
は変わらなかった。

しかし対照区と比較
し、パネル水平投影
面積区のマコモダケ
は、1本あたりの重量
が有意に高く、20.7g

（対照区比131.6%）
の差がついた。

品質については、試
験区間で変化せず。

n=株数

*n.s.

n.s.

対照区との有意差





マコモ収穫祭フォトクリップ①



マコモ収穫祭フォトクリップ②





ソーラーシェアリングの課題

• 耕作放棄された水田には何かしら問題がある場合が多い

• 既存のメガファーマーさんと組みたいが、成功している農業

法人ほど営農型発電の導入意義が伝わりにくい

• 営農型発電だからこそ実現できるIT農業や自動化農業をイノ

ベーションする必要がある

• 新たな営農型発電の価値や導入意義を創出する
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